
株式会社ノリタケカンパニーリミテド
経営管理本部 情報企画室様

RICOH Cloud OCR
for 請求書

クラウド型AI帳票認識OCRソリューション

お客様導入事例

「RICOH Cloud OCR for 請求書」は、紙やPDFの請求書を文字データ
化するクラウド型のAI帳票認識OCRソリューションです。リコー独自の
帳票解析技術と画像処理技術を搭載したAIが、請求書に記載された請求
金額、請求日、請求元名称などの情報を自動認識。データ化した情報は
CSVファイルにて会計システムや銀行支払いシステムと連携できます。
今回は2019年5月に「RICOH Cloud OCR for 請求書」を導入された、
株式会社ノリタケカンパニーリミテド 経営管理本部 情報企画室様に、導
入の背景や導入の効果、今後の展望についてお聞きしました。

◯請求元会社名
◯請求日
◯請求金額

CSVAI（人工知能）

OCR
RPA
連携

請求書

困りごと 解 決

情報企画室の業務は多岐にわたり、
月末に経費処理が加わり、残業が多くて困っている。1

送付される紙の請求書は約60件/月。
Excel入力とシステム入力があり、2回の手入力が必要。2

ITインフラ企画・運用部門として、RPAを社内展開し、
全社の業務改善を加速したい。3

RPAと「RICOH Cloud OCR for 請求書」を連携し、
経理業務を自動化。作業時間の83%を削減。1

請求書情報をAIで自動抽出してデータ化。
入力の手間・時間を大幅に削減。2

低価格なので他部門にも勧めやすい。
デジタル化で「働き方改革」の取り組みも実現可能に。3

RPA＊と連携した業務改革により、
月末の経理業務を80%以上削減。

＊ RPA（ロボティック・プロセス・オートメーション）：従来の基幹システムへ入力作業を、ソフトウェアに組み込まれたロボットがルールに従って代行する。



●初めにノリタケカンパニーリミテド様（以下 
　ノリタケ様）の業務内容をお教えください。

　隼田様 当社は1904年に食器の製造を目的
に創立された会社で、一般には洋食器メーカー
としてのイメージが強いと思いますが、実はセラ
ミックスの技術を核として、様々な事業を展開し
ています。現在は研削・研磨工具のほか、セラ
ミックス原料などを製造していて、近年は燃料
電池などエネルギー分野を支える技術も開
発しています。
　楓様 昔からの食器づくりで培った技術と
経験が、いまは最先端の技術となって社会に
広がっているということでしょうか。

●そのような歴史あるノリタケ様で情報企画
　室様の役割はどのようなことでしょうか。　

　隼田様 情報企画室はノリタケの中のITイン
フラを企画・運営、それを実現化する役割を
担っています。人員は男性7名・女性3名の10名
でやっています。あと社内の情報システムを
担当する部署に、約50名が所属しています。
　楓様 情報企画室は、たとえば生産管理シス
テムとか社内業務のシステムとか、そういうもの
を統括して管理している部門とお考えいただ
ければいいと思います。今回お話する、RPAの
社内展開にも関わったりしています。

事業内容と部門の役割

社内の生産管理システムや、
業務システムなど社内の
ITインフラを企画・運用・管理。

導入の背景

株式会社ノリタケカンパニーリミテド
経営管理本部 情報企画室 隼田 昌子様    楓 志穂様

RICOH Cloud OCR for 請求書

株式会社ノリタケカンパニーリミテド　経営管理本部 情報企画室様

全社方針でRPAを導入。
経理業務の改善検討をすることに。

月末の経費処理は残業で対応。
データ化のために同じ内容を
2回手入力。精神的な負担も。

●「RICOH Cloud OCR for 請求書」を導入
されるキッカケはどのようなことでしたか。

　隼田様 会社全体の方針で、業務改善として
RPAの導入が推進されていました。その中で、
情報企画室でも業務効率化のために、RPAを
導入するための検討が始まりました。いきなり
導入するわけには行かないので、RPAをテスト
運用するために何をしようか考えた時、経理業
務が量的にも作業的にもちょうどいいとなった
のですが、RPAにデータを入れる方法は何か
ないかとなった訳です。
　楓様 そこでいろいろ悩んでいたら、情報企
画室長から「RICOH Cloud OCR for 請求
書」を紹介されたのがキッカケですね。たしか
リコーからのメールマガジンを読んで、それが
目に留まったようなことを言っておりました。
　隼田様 他社さんのサービスも含めて検討し
て、「RICOH Cloud OCR for 請求書」なら、
金額的にもボリューム的にもちょうどいいので
はないかと導入した次第です。まずは使ってみ
ようと思い、トライアルの申し込みをしました。
　隼田様 情報企画室で扱う経費はシステムを
通して財務部にデータを渡すのですが、Excel
データからCSVファイルにコピーをし、そこか
らRPAを介して自社システムに入れています。
その業務をRPAと「RICOH Cloud OCR for 

請求書」によって実行しようというものです。
せっかくRPA化をしても、元々の作業がデータ
の手入力だったら意味がありませんからね。　

●導入前の業務にはどのような課題が
   ありましたか？

　隼田様 情報企画室では、扱うシステム保守
の費用や、備品の経費を処理しています。月末
の締めのタイミングになると業務が負荷にな
り、残業も多くなっていました。担当業務は経
費処理だけではありませんので。請求書は40
社くらいのお取引先様から月々約60枚、ほと
んど郵送で届きます。入力するのは金額、日付、
お取引様名などです。Excelで管理するものと
システムに渡すものがあるので、同じ内容のも
のを2回手入力しなければなりませんでした。
経理処理の締切日の前は、焦ったり精神的な
負担も大きかったですね。

「RICOH Cloud OCR for 請求書」とRPAで請求書業務を自動化。
トライアル期間での検証により導入リスクを回避、　
さらに少額から導入が可能に。



CSV

導入の効果

2回の入力作業が0回に
経費処理の80％以上を削減。
締め切り前に焦ることなく処理。

今後の展望

RPAとセットで、
他の部署への展開を検討中。

●「RICOH Cloud OCR for 請求書」の今　
　後の展望などありましたらお教えください。

　隼田様 これからどう、社内展開していこうか
と考えているところです。元々の目的が社内で
RPAを広めるためのものでしたので。経費処理は
どの部署でも行うことなので、勧めやすいですし
ね。なので、RPAとセットで「RICOH Cloud 
OCR for 請求書」というものがありますよと勧
められれば。
　楓様 基本的には「RICOH Cloud OCR for 
請求書」でデータを取ってから、自社システム
に入れるまでが一連の流れになると思います。
そうすると、あったほうが便利ですから。
　隼田様 他の部署に勧めるにしても、この金
額なら安心ですし。情報企画室で契約している
のは月額100枚コースなのですが、ボリューム
的にもコストパフォーマンス的にも、「RICOH
Cloud OCR for 請求書」が最適と思っていま
す。これからの「働き方改革」の取り組みに向け
ても、とても有効な手段になると思いますね。

RPAと「RICOH Cloud OCR for 請求書」を連携することで、月末の経理業務を83％削減！

お客様導入事例

●導入はスムーズに進みましたでしょうか。

　隼田様 初めに無償トライアルで試してみて、
実際の契約は半年後でした。当初は「RICOH 
Cloud OCR for 請求書」のAIの学習機能に
覚え込ませるのにちょっと時間がかかりました。
読み取り精度にバラツキがあって、変な線が
入ったり、端が切れたり、文字化けしたり。それ
はスキャンの仕方にも問題があったのですが、
それが3ヵ月くらいで、日に日に精度が上がるの
が解りました。現在では、ほぼ修正が無く、確認
だけでデータ化ができていると思います。

チェック用Excel
入力作業

財務用EXCEL
入力作業

独自システム

独自システム

●データ化のための手入力作業【2回】が不要に  ●工数が83%削減でき、本来業務にシフトが可能に

●導入後、業務はどのように変わりましたか？

　隼田様 これまでExcel用とシステム用に2回
手入力していたものが0回になったので、作業時
間は半分以下になり、気持ちもたいへんラクにな
りました。経理処理の締切日を前に、焦ることが
なくなりましたね。
　楓様 私は情報システムとはまったく関係の
ない部署から異動してきたのですが、そこで
隼田から「RICOH Cloud OCR for 請求書」を
引き継ぎました。最初は手取り足取り教えて
いただいたのですが、このボタンを押してここを
クリックしてというのは順番にやればできたので
、操作について困ることはありませんでした。い
まの業務でもうこのサービスがないのは考えら
れませんね。

請求書の記載情報を
AIで自動抽出

〈AIによる自動抽出例〉

「RICOH Cloud OCR for 請求書」の
AI技術は、請求書のフォーマットが変わっ
ても、請求書に記載された情報を自動的
に抽出。データ化された請求書情報は、
CSV出力により業務システムやRPAへ
連携可能。

各社

財務用データ
作成時間 

300分
￥

請求書開封

各社

財務用データ
作成時間 

50分
￥

請求書開封

Excel

Excel

Excel

（60枚）
120分
所要時間

（60枚）
10分
所要時間

（60枚）
40分
所要時間

（60枚）
180分
所要時間

導入前
同じ内容を2回手入力作業

導入後

データの
確認・修正

RICOH
Cloud OCR
for 請求書

スキャン

CSVを
RPAフォーマットへコピー

RPA 83％
の工数削減

確認
&RPA

請求
書スキャン

※RPAはRobotic Process Automationの略称です。



このカタログの記載内容は、2020年3月現在のものです。

AI（人工知能）＋OCRで請求書の入力処理業務を大きく改善！

カンタン操作で請求書情報をデータ化する、リコーのクラウド型OCRソリューション

RICOH Cloud OCR for 請求書

STEP1 紙やPDFの請求書を「RICOH Cloud OCR for 請求書」にアップロード
STEP2 アップロードした請求書は、AIが自動認識し一括データ化
STEP3 OCRした結果の確認、修正および確定処理を実行
STEP4　確定したデータはCSVファイルに出力。会計システムなどの後方処理へ連携
これまで請求書の内容を確認しながら手作業で行なっていた、入力業務の手間や時間を大幅に削減できます。
＊ BPOサービス（ビジネス・プロセス・アウトソーシング・サービス）：OCR結果の確認・修正をリコーがサポートするアウトソーシングサービスです。

＊1 FUJITSU Image Scanner fi-7160 RICOH Editionから自動的にアップロードするには、パソコンに「RICOHクラウド ファイルアップローダー」を設定しておく必要があります。

請求書のフォーマットは企
業によって千差万別。
RICOH Cloud OCR for 
請求書のAI技術は、請求書
のフォーマットが変わって
も、請求書に記載された情
報を自動的に抽出します。

月々15,000円（消費税別）
から利用可能。クラウド型
サービスなので、大きな初
期投資は不要。いつでも始
めやすく、コストを抑えた運
用が可能です。

請求書の記載情報をAI で自動抽出 クラウド型サービスなので低コスト

紙の請求書を複合機でスキャン、またはPDF
の請求書をクラウドにアップロードするだけ
でカンタンにデータ化。入力業務の負担を大
幅に減らします。

専任のサポートスタッフが運用上のお困りご
とやお問い合わせに対応するので、安心して
ご利用いただけます。

深刻化する人手不足を解消するためにBPO 
サービス＊を加えたラインナップもご用意して
います。 AI（人工知能）による請求書処理に
加え、人の目で確認/修正を実施。OCR処理
したデータの精度をより一層高めます。

カンタン操作で
入力業務の負担を軽減 安心のサポート体制 「人の目」によるBPOサービス

※本事例カタログ内の説明画面と実際の画面の色とは、印刷の関係で多少異なる場合があります。　※ 詳しい商品・サービス等の内容については、販売担当者にご確認ください。
※Microsoft、Windows、Office 365、Excelは、米国Microsoft Corporationの、米国およびその他の国における登録商標または商標です。 ※Windowsの正式名称は、Microsoft Windows Operating Systemです。  
※Adobe PDFは、Adobe Systems Incorporated（アドビシステムズ社）の米国ならびに他の国における商標または登録商標です。　※その他の会社名および製品名は、それぞれ各社の商号、商標または登録商標です。

https://www.ricoh.co.jp/service/cloud-ocr/


